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令和９年度国分寺市予算への要望書 

 

日頃より障害のある方々のためにご尽力いただき、感謝申し上げます。 

 特定非営利活動法人ひょうたん島では、「重症心身障害児者および医療的ケアの必要な方々が、どの

ような障害があっても、親亡き後も住み慣れた地域の中で自分らしく生活できるような場所を作りたい

という思いで活動を続けています。おかげさまで、少しずつ改善されている点もありますが、なお多く

の課題が残されています。 

 ここに、令和９年度の国分寺市予算編成にあたり、お願いしたいことをまとめて提出いたしますので、

ご検討いただきますようお願い申し上げます。 

 

１．重症心身障害者や医療的ケアの必要な重度障害者も住み慣れた国分寺で暮らせるように、グループ

ホームの整備を進めてください。 

障害のある方が利用できるグループホームは年々増えていますが、市内に重症心身障害者や医療的ケ

アの必要な重度の障害者が利用できるグループホームはほとんどありません。親の高齢化や家庭環境の

変化などから在宅生活が難しくなった場合も、住み慣れた地域で安心して暮らせるようにしてください。 

車いす利用者のグループホームの建設には、ある程度の広さが必要ですが、年々、土地の価格や建設

費用が高騰していますので、一法人が建設することも厳しくなっています。市有地の提供や遊休地の活

用など、市として可能な補助をお願いします。 

重度化や高齢化に伴い、グループホーム入居者でも、必要に応じて、看護師を配置したり、重度訪問

介護や行動援護などを組み合わせて、親亡き後も安心して、余暇なども充実し豊かな暮らしが営めるよ

うにしてください。 

 

２．移動支援を使いやすくしてください。 

移動支援については、令和６年度から一部要件が緩和されましたが、さらに要件の緩和を検討してい

ただきますようお願いします。 

通学訓練は利用者によって年単位の支援が必要な場合もありますので、状況に応じて期間を延⾧して

ください。また、重症心身障害者にとって移動支援時には身体介護が必要ですが、派遣できるヘルパー

が不足しています。ヘルパーを確保しやすくなるように、現在の単価をあげていただくか、「身体介護

あり」の単価を設けてください。 

プールの中での利用についても、事業所やヘルパーの状況・利用者の状態に応じて判断することとし

て、利用要件の「できないこと」からは除外してください。 



尚、5 週ある月もありますので、希望する方に 30 時間支給するか、一律２５時間であれば、当月に使

用しなかった時間を翌月に限り持ち越せるよう配慮してください。 

 

３．様々なサービスを活用して、その人が希望する暮らしを続けることができるようにしてください。 

毎日の通所が困難となった場合も地域で住み続けられるように、看護師を配置したり、グループホー

ム利用者が、平日や休日も個々の体調や希望に応じて、地域で様々な活動に参加したり、いろいろな経

験ができる機会を増やして豊かな生活が送れるよう、通所だけでなく重度訪問介護や行動援護・移動支

援などのサービスを組み合わせて、活き活きと暮らせるようにしてください。 

 

４． 重症心身障害者や重度障害者・車いす利用者の余暇活動の機会を増やしてください。 

国分寺市では、市内公民館 3 館（本多・恋ヶ窪・並木）で「くぬぎ教室」を開催しており、知的障害

のある方・精神障害の方が、地域の方々や会員同士の交流を図ったり、イベントや外出に参加していま

す。しかし、重症心身障害者や重度障害者は利用できない現状がありますので、ヘルパー同伴の参加の

認可していただくか、公共施設で市が主催する定期的活動を設けていただきたくお願いいたします。 

NPO 法人ひょうたん島や重心の会では、⾧年、重症心身障害者の親が中心となって、各自の負担で、

放課後や週末の余暇活動・イベントなどを開催してきました。今後も様々な機会は設ける予定ですが、

少しでも親や本人の負担を軽減していただけるよう講師料の補助をお願いします。 

東京都の「市町村障害者の居場所づくり促進事業」を活用して、国分寺市でも「居場所づくり推進事

業」を開始し人件費等の補助をするなどの検討をしてください。 

 

５．医療的ケアの必要な方が利用できる短期入所を市内に増やしてください。 

 医療的ケアの必要な障害児者が短期入所を希望する場合、ほとんどの方が病院を利用しているのが現

状ですが、学校や通所施設の利用はできないため、その間は日常生活の継続が難しくなっています。 

近年、医療的ケアのできる介護職が増えつつありますので、国分寺市障害者センタ―以外にも、市内

で医療的ケアの必要な方が利用できる短期入所を増やすよう、人材の育成や施設の整備をしてください。 

 

 

 

親の会からの要望書を見てから、必要時、変更する予定です。 


